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「私と本の世界」                     

誉田町 土井 幸枝 

私の小さかった頃は、よく『イソップ物語』など夏休みに一人で読んでいまし

た。ご飯の時間になるまで、夢中で本の世界に入っていたような記憶があります。 

 そして高校生の時、読書会で本を一冊、本屋か図書館で選び、その感想をみん

なで言いあったりしました。一冊の本を選ぶことに、わくわくしました。その時

読んだ本が、吉本ばななの『TUGUMI』でした。一気に読むことができ、ますま

す本の世界に引きこまれていきました。みんなで一冊の本について感想を言いあ

った事を、今もよく覚えています。  

 子どもができてからは、毎日絵本を寝る前のひとときに読みました。その時の

お気に入りは、『わたしのワンピース』でした。  

 今は小学生になる娘と一緒に図書館に通うのがとても楽しみです。「早く図書

館で本借りたい」と言っています。ピーターラビットの絵本を一冊ずつ借りてい

ます。月 1 回のおはなしのじかんも、ろうそくの明かりの中

でおはなしを語ってもらって、「どんなおはなしか、想像でき

るのが面白い！」と言っていました。  

 このように、本の世界は自分の想像を広げてくれるものだ

と思います。これからもまた読書の時間を少しずつ増やせた

らな、と思います。色んな本を読んで、本の世界を楽しみた

いです。  

    

 ※『読書と私』は図書館の利用者に執筆していただいています。 
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図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

 

ら  い 

図書館へ気軽にぶらりと来館していただきたいという思いで命名しました。 

 図書館を英語で「Library(ライブラリー)」といいます。 

 

 

電子図書館へは、 

右のＱＲコードから 

(https://web.d-library.jp

/haritei/） 

 

播磨科学公園都市圏域 
定住自立圏電子図書館 

 

 

『わたしのワンピース』 

 にしまき かやこ 絵・文 

 こぐま社  
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夏休み実験教室 
 

動くスライムであそぼう！  
【日時】 ８月１９日（土） 

①１０時３０分～１２時 

②１３時３０分～１５時 

【対象】 小学３年生以上 

【定員】 各回１０名（要申込・先着順） 

【持ち物】割りばし・定規 

ネオジム磁石（あれば） 

※汚れてもよい服でご参加ください 

【場所】 御津図書館２階 多目的室 

【申込み】御津図書館窓口、または電話 

８月２日（水）から受付開始 
 

御津図書館読書講演会 
 

ふるさとの秋祭り～西播磨の祭礼から～ 
 
待ちに待った秋祭りシーズン目前！知っていれば祭りを何倍も楽し

める、ふるさとの秋祭りの特色や見どころについてのお話しです。  

【日時】 ９月９日（土）１４時～１５時３０分 

【講師】 田村 三千夫さん 

（太子町立歴史資料館 専門員（学芸員）） 

【対象】 一般 【定員】 ４０名（要申込・先着順) 

【参加費】無料 【場所】 御津図書館２階 多目的室 

【申込み】御津図書館窓口、または電話 

     ８月１５日（火）から受付開始 

 

本棚・１８５ 

『＜猫＞の社会学 猫から見る日本の近世～現代』 遠藤 薫 著 勁草書房 301ページ 2023年 2月刊  
 

近年、日本では空前の猫ブーム

が起きている。かつては勇猛で

献身的な犬がペットの主流であ

ったが、2014 年に犬猫の飼育数

は逆転し、巷
ちまた

には猫グッズが溢

れ、愛好家が猫カフェに集う。な

ぜ人は猫に夢中になるのか。その謎に迫るべく、

本書では日本における人と猫の共生史について、

文献調査やフィールドワークなど社会学的考察

が展開されている。 

 人と猫の関係は、縄文期の土偶に確認でき、農

耕が定着した弥生期に、収穫物を食い荒らす小

動物への対策として、肉食で捕獲能力の高い猫

が家畜化された。その後、平安期には姿形の美し

さから愛玩用となり、輸入された唐猫が富の象

徴となった。高級であった猫が庶民に普及した

のは、江戸期の生類憐みの令によって犬猫の繁

殖や野生化が進んだ後で、政策的には犬の愛護

に加え、鼠駆除装置としての猫を公共財化し、都

市環境の向上を図る狙いがあったという。 

そうした都市経済は農村の生産物に依存して

いた。とりわけ養蚕業は重要で、蚕の天敵である

鼠駆除のため、農村でも猫が飼育されるように

なり、その貢献から猫は養蚕神として福神化さ

れる。猫信仰は都市にも伝播し、招き猫などの縁

起物、化け猫などの怪談に発展して大流行して

いく。それらの物語構造を分析すると、強者と弱

者の社会的分断の中、猫が弱者への助力や強者

への報復を担う超自然的規範の象徴であった図

式が提示され、そのイメージは現代の猫文化に

も脈々と継承されていることが浮上する。 

著者は自由気ままに振る舞う猫を「精霊」と

呼び、人間世界の外部に位置づける。確かに、猫

には人と犬のような従属はなく、対等あるいは

それ以上の不思議な関係が生じており、その評

価は時々の社会状況を反映しているといえる。

鼠を駆除するハンターとして人間社会に入り込

んだ猫が、日常生活や文化発展の中で人にとっ

てかけがえのない存在に変化していった過程が

よく分かる１冊である。 （揖保川図書館 楠田） 
 

  

 
えほんクイズにチャレンジ！ 

えほんを楽しんだら、クイズに挑戦して、スタンプを集めよう！ 

８個集まったら、かわいいシールがもらえます！ 

【期間】 ７月１５日（土）～８月３０日（水） 

【場所】たつの市内の全図書館 【申込み】カウンターまで 

御津 御津 

トピックス 

 竹細工の金魚ちょうちんを作ろう  
   

【日時】  【】【日時】８月２７日（日）１０時～１２時 

【講師】辻 義明さん 

【対象】小学５年生以上～一般【定員】先着１５名 

【持ち物】よく切れるハサミ、絵の具 

【場所】新宮図書館研修室 【申込み】新宮図書館 

新宮

PC01 

全館 
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おすすめする子どもの本・１９８ 
 
『マウルスと三びきのヤギ』アロイス・カリジェ 文・絵 大塚 勇三 訳 岩波書店 

 

ヤギ飼いの少

年マウルスは、

毎朝村のヤギた

ちを預かって山

の牧場に連れて

行きます。マウ

ルスにはお気に

入りの３びきのヤギがいます。その中でも

一番小さなヤギに特別すてきな鈴をつけて

やりました。いつものように山の頂上で一

休みしてからヤギを数えてみると、お気に

入りの３びきがいないことに気がつき、急

いで捜しに行きました。雨が降りだし、雷

鳴が轟
とどろ

く中を恐れず走ります。山小屋の

おじさんを訪ねると、谷川の向こうから鈴

の音が聞こえたと教えてくれたので、マウ

ルスは森に向かって風のように駆け出しま

した。ようやくたどり着いた谷川は、簡単 

に渡れる川幅ではありません。決心がつか

ないマウルスの耳に、かすかにチリンチリ

ンと鈴の音が聞こえてきました。そこで意

を決して川を飛び越えましたが、足を痛め

てしまいます。そして足に薬草をつけ、再

び歩き出しました。へとへとになって諦め

そうになった時、またかすかに鈴の音が聞

こえました。マウルスはその音に向かって

幅の狭い道を進み、ついに３びきを見つけ

ました。そして暗くなるまでになんとか村

まで帰り着いたのでした。 

 マウルスが一生懸命にヤギを捜し、森や

谷川を行く場面には緊迫感があり、無事見

つけた時には喜びと安堵が感じられます。

山や森の風景が色鮮やかに描かれ、物語を

引き立てます。読んであげるなら５歳くら

いから。 

        （揖保川図書館 二井） 
 
 
 
『火の鳥と魔法のじゅうたん』 イディス・ネズビット 作 猪熊 葉子 訳 岩波書店 
 

ロンドンに暮らす４人の

きょうだいたちは、子ども

部屋の新しいじゅうたんの

中に、不思議なたまごを見

つけました。ひょんなこと

から暖炉に落ちてしまった

たまごからは、人の言葉を話す不死鳥がよ

みがえります。そして、たまごがくるまれ

ていたじゅうたんは、１日に３回まで願い

をかなえてくれる、魔法のじゅうたんでし

た。子どもたちはじゅうたんに願い、世界

中の様々な場所に冒険に出かけます。いつ

も口うるさい料理番を南の島に連れて行く

と、住民の勘違いから料理番が南の島の女

王になってしまったり、じゅうたんに「あ

なたの国で、一番美しくて、たのしいもの」

を持ち帰るように頼むと、１９９匹のペル

シャ猫を連れて帰ってきたりと、なかなか

思い通りにいきません。でも、困った時は

いつでも、頼りになる不死鳥が助けてくれ

ました。 

けれど不死鳥は誇り高く、思い込みが強

いため、自ら事件を引き起こすこともあり

ました。「不死鳥保険会社」という名前の

火災保険会社を自分のための神殿だと勘違

いして、多くの人を巻き込んで自分を褒め

称える歌を歌わせたこともあれば、興奮し

て劇場に火事を起こしてしまったこともあ

りました。子どもたちは災難にあいながら

も、魔法のじゅうたんや不死鳥と友情を育

みます。 

 いつも通りの日常に、不思議な出来事が、

次々と舞い込んでくる展開が楽しめます。

一見偉そうでも、とても情の深い不死鳥と、

無邪気な子どもたちのやりとりは小気味良

く、一緒に冒険している気分を味わえます。

小学校高学年くらいから。 

（龍野図書館 村上) 
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        ８月の行事予定 ※詳細は各館へお問い合せください。 

★ えほんのじかん・・・絵本の読み聞かせ、わらべ歌など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 
 

   

 

 

 

  

  
 
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
龍野図書館 【対象】１～４歳、保護者  

１９日（土） 

１１時～１１時２０分 

『がたんごとん がたんごとん ざぶんざぶん』他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御津図書館 【対象】１～４歳、保護者   

１３日（日）・２０日（日）・２６日（土） 

１０時３０分～１０時５０分 

『わにわにのおでかけ』他 

 

 

 

     龍野図書館 

 

8 月はお休みです 

 

 

 

 

揖保川図書館 
 
４日（金） 

１０時～１２時 

 『猫と庄造と二人のおんな』 

谷崎 潤一郎 著 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

 

 

 

 

 

       
図鑑いろいろ  

タイトルに「図鑑」と

名がつく本が、図書館

にはたくさんありま

す。植物や、動物の図

鑑だけでなく、見るだ

けでも楽しめる食器の

図鑑や、ちょっと変わ

った「犬語図鑑」など、

さまざまな分野の図鑑

を集めました。   
【期間】８月３０日まで 

 

 

 

 

ご近所さん小説 
現代社会では人口減少

やＩＣＴ化で人間関係

も変化しつつあります

が、昔ながらの近所付

き合いや地域コミュニ

ティの連帯が描かれる

小説、予想外の事態に

発展する小説などを集

めました。 

【期間】８月３０日まで 

 

 

 
名コンビ小説  

仲の良い二人の息の合

った掛け合い、対照的

な性格の二人の衝突、

即席コンビもあれば長

い時間で培った関係も

ある…探偵と助手、漫

才師、上司と部下など、

あらゆる名コンビが活

躍する小説を集めまし

た。 

【期間】８月３０日まで 

 

 

 

龍野図書館 揖保川図書館 御津図書館 
館内特集・展示 （一部紹介） 

  

夏を乗り切ろう！ 
 

年ごとに暑くなっていく

夏。身体を整え、夏バテ

を防ぐ食事や睡眠、涼し

さを演出する部屋のしつ

らえや暮らしの工夫で夏

を乗り切りましょう。近

隣の美術館や博物館の展

示に関連する本も併せて

紹介します。 

 

【期間】８月３０日まで 

 

新宮図書館 

★  読書会【対象：一般】・・・本を読んで感想を話し合う 

 

★ おはなしのじかん【対象：５歳以上】・・・昔話などの語り、絵本の読み聞かせなど 

 
新宮図書館 【対象】２～４歳、保護者  

１２日（土）・２０日（日）・２８日（月） 

１１時～１１時２０分 

『はなびドーン』他 

 
揖保川図書館 【対象】２～４歳、保護者  

 

１２日（土）・１９日（土） 
 
１０時３０分～１０時４５分  

『ぞうきばやしのすもうたいかい』他 

 

 

★ 子どもの本を読む会【対象：一般】 

 龍野図書館 
  
8 月はお休みです 

 

 

新宮図書館 

１２日（土）・１９日（土）・２６日（土） 

１０時１５分～１０時４５分 

「カンチルと巨人」他   

 

 

 

揖保川図書館 

１２日（土）・１９日（土）１１時～１１時３０分 

「ねずみのすもう」他 

 

  

  

 

 

 

御津図書館 

１３日（日）・２０日（日）・２６日（土） 
１１時～１１時２０分 

『だるまちゃんとかみなりちゃん』他 

 

 

 

 

龍野図書館 

１９日（土） １０時１５分～１０時４５分 

「王子さまの耳は ろばの耳」 

」他 

 



日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ １ ２ ３ ４ ５ １ ２

６ ７ ８ ９ １０１１１２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ６ ７ ８ ９ １０１１１２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１３１４１５１６１７１８１９ １０１１１２１３１４１５１６ １３１４１５１６１７１８１９ １０１１１２１３１４１５１６

２０２１２２２３２４２５２６ １７１８１９２０２１２２２３ ２０２１２２２３２４２５２６ １７１８１９２０２１２２２３

２７２８２９３０３１ ２４２５２６２７２８２９３０ ２７２８２９３０３１ ２４２５２６２７２８２９３０

３１日は館内整理日 ２３日は秋分の日

※ 毎週月曜日は休館日です。 ※ 毎週火曜日は休館日です。

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ １ ２ １ ２ ３ ４ ５ １ ２

６ ７ ８ ９ １０１１１２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ６ ７ ８ ９ １０１１１２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１３１４１５１６１７１８１９ １０１１１２１３１４１５１６ １３１４１５１６１７１８１９ １０１１１２１３１４１５１６

２０２１２２２３２４２５２６ １７１８１９２０２１２２２３ ２０２１２２２３２４２５２６ １７１８１９２０２１２２２３

２７２８２９３０３１ ２４２５２６２７２８２９３０ ２７２８２９３０３１ ２４２５２６２７２８２９３０

１５日は１１日（山の日）の振替 １９・２０日は１８日（月曜休館・敬老の日）の振替 １日は７月の館内整理日 ３０日は館内整理日

３１日は館内整理日

※ 毎週月曜日（祝日と重なるときは翌日・翌々日）は休館日です。 ※ 毎週月曜日は休館日です。

揖保川図書館   (℡ 0791-72-7666) 御津図書館   (℡ 079-322-1007)

１１日は山の日

３１日は館内整理日

             たつの市立図書館カレンダー

龍野図書館   (℡ 0791-62-0469) 新宮図書館   (℡ 0791-75-3332)

    【開館時間】午前１０時～午後６時　

８　月 ９　月 ８　月 ９　月

８　月

２６日～１０月６日は特別整理日						

９　月９　月

２６日は２３日（秋分の日）の振替

２９日は館内整理日

１８日は敬老の日

２９日は館内整理日

１日は７月の館内整理日 １１日は山の日

３１日は館内整理日

８　月

２３日は秋分の日


